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５
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月

３
　
発
掘
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赤
穂
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教
育
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員
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４
　
調
査
担
当
者
　
藤
田
忠
彦
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中
田
宗
伯

・
久
田
雅
代

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―

一
四
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

有
年
原

・
田
中
遺
跡
は
、
赤
穂
市
の
北
東
端
、
市
内
を
南
流
す
る
千
種
川
と

東
隣
の
相
生
市
内
か
ら
派
生
す
る
矢
野
川
と
の
合
流
域
の
北
に
位
置
し
、
遺
跡

の
北
に
そ
び
え
る
奥
山
の
谷
々

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地

上
に
立
地
す
る
。
周
辺
は
田
園

地
帯
で
あ
り
、
遺
跡
の
標
高
は

，

概
ね

一
人
ｍ
程
度
で
あ
る
。

穂赤

　

有
年
原

・
田
中
遺
跡
は
、
有

州播

年
考
古
館
の
館
長
で
あ
っ
た
故

螂

松
岡
秀
夫
氏
の
精
力
的
な
調
査

ぐ

に
よ
っ
て
原
小
学
校
校
庭
遺
跡

と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
遺
跡
で
あ
り
、　
一
九
人
七
年
に
は
赤
穂
市
立
原
小
学

校
の
改
築
工
事
に
伴
い
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
本
格
的
な
発
掘
調
査

が
行
な
わ
れ
た
。
調
査
に
よ
っ
て
、
飛
鳥

・
奈
良
時
代
の
多
数
の
掘
立
柱
建
物

が
検
出
さ
れ
、
十
数
個
体
分
の
円
面
硯
が
出
上
し
た
こ
と
か
ら
官
行
跡
と
考
え

ら
れ
た
。
ま
た
、　
一
九
八
八
年
度
に
実
施
さ
れ
た
固
場
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
、
遺
跡
が
弥
生
時
代
中
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
大
規
模

な
集
落
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
遺
跡

名
も
有
年
原

・
田
中
遺
跡
と
改
称
さ
れ
た
。

ま
た
、
遺
跡
は
弥
生
時
代
後
期
の
大
型
墳
丘
墓
及
び
葬
送
儀
礼
に
使
わ
れ
た

器
台

・
重

。
高
杯
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
著
名
な
も
の
と
な
り
、
墳
丘
墓
周
辺

の
保
存
、
公
有
化
が
図
ら
れ
た
。　
一
九
九
〇
年
に
は
県
指
定
文
化
財
に
な
り
、

現
在
遺
跡
公
園
と
し
て
復
元
整
備
さ
れ
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
が
出
土
し
た
井
戸
は
、
直
径
約
三
ｍ
を
測
る
円
形
の
掘

形
内
に
、　
一
辺

一
ｍ
の
方
形
の
木
枠
を
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
深
さ
約

二
ｍ
を
測
る
。
木
枠
材
は
す
べ
て
製
材
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
四
本
の
柱
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
、
二
段
の
桟
木
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
固
定
さ
れ
て
い
る
。
桟
木

端
部
は
わ
ず
か
に
細
く
削
り
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
柱
と
の
仕
回
は
大
入
れ

と
考
え
ら
れ
、
桟
木
の
外
側
に
丼
側
板
を
数
枚
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
枠

を
構
成
し
て
い
る
。
井
戸
底
は
平
ら
に
仕
上
げ
ら
れ
、
わ
ず
か
に
小
石
が
ば
ら

ま
か
れ
て
い
る
程
度
で
あ
り
、
曲
物
な
ど
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

木
簡
は
井
戸
枠
内
の
底
の
辺
り
か
ら

一
点
の
み
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か



須
恵
器
椀

。
土
師
器
鍋
な
ど
少
量
の
上
器
片
が
共
伴
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
遺

物
か
ら
丼
戸
の
廃
絶
期
は
概
ね

一
二
世
紀
頃
と
判
断
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
＜
咄
天
呈

（符
篠
）
急
々
如
律
令
」

属ヽ

ｏ
×

∞
伽
×

∞
　

ｏ
∞
∞

木
簡
は
、
三
片
に
割
れ
て
は
い
る
も
の
の
欠
損
部
分
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
極

め
て
良
好
な
状
態
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
ノ
キ
材
と
考
え
ら
れ
る
。
形
状
は

上
端
部
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
端
部
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
り
、
上

端
部
の
左
右
の
切
り
込
み
を
利
用
し
て
柱
な
ど
に
固
定
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、

紐
に
よ
る
圧
痕
が
観
察
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
上
か
ら

「咄
天
呈
」
、
「鬼
」
の
群
列

（符
篠
）、
「急
々
如
律
令
」

と
い
っ
た
文
字
が
か
ろ
う
じ
て
判
読
で
き
る
状
態
で
あ
る
。
「鬼
」
の
群
列
は

病
魔
を
表
現
し
、
「急
々
如
律
令
」
は
速
や
か
に
お
さ
ま
れ
と
い
う
こ
と
、
「咄

天
呈
」
は
天
帝
が
治
病
、
消
災
、
廷
命
を
司
ど
る
天
呈
星
に
命
ず
る
と
い
う
意

味
で
あ
り
、
天
帝
が
天
呈
星
に
病
魔
の
行
進
を
止
め
る
よ
う
指
示
し
た
内
容
の

呪
符
木
簡
で
あ
る
。

井
戸
跡
か
ら
出
土
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
流
行
病
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
門

柱
に
縛
り
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
不
要
に
な
っ
た
た
め
井
戸
に
投
げ
捨
て

ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
井
戸
水
を
媒
介
に
流
行
病
が
伝
染
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

井
戸
付
近
に
縛
り
付
け
て
い
た
も
の
が
落
ち
込
ん
だ
と
考
え
て
お
き
た
い
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
大
学
の
水
野
正
好

。
西
山
要

一
両
氏
の

ご
教
示
を
得
た
。
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関
係
文
献

兵
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育
委
員
会
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穂
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